
１．目　的

　　過去1年間について問う、ご利用者もしくはご家族へのアンケート方式

　　④　中部地域生活支援センターはるかぜ　　　　　　配付数：４０、回答数：３２、回収率：８０％

５．情報開示方法
　　・各事業所において掲示
　　・法人ホームページに掲載

６．実施担当
　　社会福祉法人川崎聖風福祉会　　令和７年度権利擁護委員会

　　③　社会復帰訓練所　就労支援事業所あやめ　　　(就労継続B、就労移行、就労定着）
　　④　中部地域生活支援センターはるかぜ　　　　　　（地域活動支援センターA型）

４．調査方法

　　⑥　アトリエ聖風　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（生活介護）
　　⑤　かわさき地域生活支援拠点たじま　　　　　　　 （生活介護、日中一時預かり）

７．集計結果
　～集計に当たっての留意点～
　　　自由記載欄については原則として原文のまま掲載することとしていますが、個人名や
　　固有名詞は特定されないよう修正し、わかりにくい表記につきましては一部補足してい
　　ます。

〈回収率等〉

　　①　聖風苑デイサービスセンター　　　　　　　　　　　配付数：４８、回答数：４８、回収率：100％
　　②　恵楽園デイサービスセンター　　　　　　　　　　　配付数：６０、回答数：４７、回収率：７８％
　　③　社会復帰訓練所　就労支援事業所あやめ      配付数：３０、回答数：２９、回収率：９７％

　　④　かわさき地域生活支援拠点たじま　　    　　　　配付数：５８、回答数：３９、回収率：６７％

　社会福祉法人川崎聖風福祉会

令和７年度　権利擁護に関するご利用者アンケート報告書

　令和７年度に実施致しました「権利擁護に関するご利用者アンケート」の調査結果がまとまりまし
たので報告致します。

　障害者・高齢者に対する虐待はご利用者の尊厳を害するものであり、虐待を防止することがご
利用者の自立並び社会参加にとって極めて重要であり、法人全体で「虐待や人権侵害を起こさな
い、許さない」という決意のもと、虐待防止、予防、早期発見、適切な支援への取り組みの一環とし
て、また、福祉サービスの在り方・ご利用者の意思決定支援に対する在り方について、より一層適
切に行うために、ご利用者にアンケートによる調査を実施いたしました。

２．アンケート期間
　　令和７年８月１日　～　令和7年８月３１日

３．調査対象事業所

　　①　聖風苑デイサービスセンター　　　　　　　　　　　（通所介護）
　　②　恵楽園デイサービスセンター　　　　　　　　　　　（通所介護）

（通所系事業所）

　　当法人が運営する通所系事業所　６事業所

　　⑥　アトリエ聖風　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　配付数：２０、回答数：　９、回収率：４５％
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設問　1　 集計

1　いいえ 170
2　はい 4
3　わからない 17
4　無回答 13
総　　　計 204

はい

【アンケート結果】
設問１　あなたは、職員から「命令されるような言葉を言われた」ことがありますか

命令されるような言葉を言われたことがある。

【事業所による今後の対策】（抜粋）

回答理由（抜粋）
職員の言葉づかいがあらい。

・「命令されているような言葉」の感じ方について、ご利用者と職員との意識の差が大きいのではないかと
考えられるので、職員一人一人が言葉遣いに注意しながら関わるようにしていく。(声のトーン・表情(笑顔
で話す)に注意し、丁寧語で話す等)

・各職員が接遇について理解し、常に意識した支援に取り組めるように、毎日の申し送りや会議等で、職員
への意識付けを行っていく。

1 いいえ

83%

2 はい

2%

3 わからない

8%

4 無回答

6％

設問 1・命令されるような言葉を言われたことがある
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設問　2　 集計

1　いいえ 175
2　はい 2
3　わからない 14
4　無回答 13
総　　　計 204

はい
回答理由（抜粋）

設問２　あなたは、職員から「叩かれた」ことがありますか

肩をたたかれた。

叩かれたことがある。

【事業所による今後の対策】（抜粋）

・ご利用者とのコミュニケーションの方法を職員一人一人が考えるようにしていく。

・「肩をたたく」ことは攻撃されたと思われることもあるので、ボディタッチでのコミュニケーションには注意を
していくことを、職員会議等で共有していく。

1 いいえ

86%

2 はい

1％

3 どちらとも

いえない 5％

4 無回答

2％

設問 2・叩かれたことがある
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設問　3 集計

1　いいえ 173
2　はい 4
3　わからない 14
4　無回答 13
総　　　計 204

わからない
はい

【事業所による今後の対策】（抜粋）

回答理由（抜粋）
コメントなし
コメントなし

設問３　あなたは、職員から「呼び捨て」にされたことがありますか
　　　　　（子ども扱いされた等の不本意な対応を含みます）

呼び捨てにされたことがある。
（子ども扱い等の不本位な対応含む）

・年1回、事業所で接遇に関する内部研修を行っている。また、月1回の職員会議内でも繰り返し行ってい
る。不適切な対応があった際は申し送りで共有し、個別でも伝えている。

・現場でも気づいた時に声掛けし、互いに注意しているが、時間が経つと意識が薄れやすい内容であるた
め、引き続き申送り時での確認と共に、月１回の職員会議時での確認を通して職員への意識付けを行って
いく。

※具体的コメントはいただいていないので各事業所が対策を考えました。

1 いいえ

85%

2 はい

2%

3 わからない

7%

4 無回答

3％

設問 3-呼び捨てにされたことがある
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設問　4　 集計

1　いいえ 172
2　はい 4
3　わからない 16
4　無回答 12
総　　　計 204

はい
はい くつをはく時に遅いとかきつく言われた。

回答理由（抜粋）
支援者のスティグマ

差別的に扱われたことがある。

【事業所による今後の対策】（抜粋）

・『くつを履くときに「遅い。」とかきつく言われた。』との回答があったことについて、職員への聞取りではそ
のような事実は確認できなかったが、動作が緩慢なご利用者に、せかすような声掛けはしないということを
改めて徹底していく。

設問４　あなたは、職員から「差別的に扱われた」ことがありますか

・ご利用者との会話内容で差別的な態度となっていないか、他の職員に聞いてもらう等、日々の業務の中
で注意し合うようにする。

※「支援者のスティグマ」という回答は設問とは少しズレを感じるコメントですが、この様なご意見があった
事を真摯に受け止め、事業所として対策を検討しました。

1 いいえ

84%

2 はい

2%

3 わからない

8%

4 無回答

6%

設問 4・差別的に扱われたことがある
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設問　5 集計

1　いいえ 171
2　はい 3
3　わからない 15
4　無回答 15
総　　　計 204

はい

【事業所による今後の対策】（抜粋）

カラオケの時に、勝手に,他の人にマイクを渡されたことがある。
不愉快さはないが、制限される様に感じたことがある。

設問５　あなたは、職員から理由もなく「あなたの行動を制限された」ことは
　　　　　ありますか

回答理由（抜粋）

理由もなくあなたの行動をを制限されたことがある。

・ご利用者の「意向確認」を増やす。行動前に一言、意向を伺い「制限された」という印象を持たれない様に
する。

・ “理由を添える“声掛けの習慣化。理由がないと「命令」に聞こえるので、理由を伝えるようにする。

1 いいえ

84%

2 はい

2%

3 わからない

7%

4 無回答

7%

設問 5・ 理由もなくあなたの行動を制限された・・・

社会福祉法人川崎聖風福祉会

-6-



設問　6 集計

1　いいえ 160
2　はい 3
3　わからない 26
4　無回答 15
総　　　計 204

はい
わからない

【事業所による今後の対策】（抜粋）

回答理由（抜粋）

・あるかもしれない
秘密が町内会の人にしられた

あなたの秘密を守ってくれない。

設問６　職員は、あなたの「秘密を守ってくれない」ことがありますか

・ご利用者と信頼関係を結べるよう、普段の係わりから大切にしていく。

・基本的に情報を第三者に漏らすことはないが、第三者に伝える場合は本人の了解を必ず得る。

1 いいえ

78%

2 はい

2%

3 わからない

13%

4 無回答

7%

設問6・あなたの秘密を守ってくれない
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設問　７ 集計

1　いいえ 172
2　はい 3
3　わからない 15
4　無回答 14
総　　　計 204

はい
はい

・支援の中でご利用者の私物に触れる際は事前に声掛けする事を原則としているが、職員への繰り返しの
意識付けは必要だと思われる。
・接遇について毎日の申し送りや全体会議時に、職員への意識付けを行っていく。

設問７　職員は、あなたの物を「勝手に触ったり、見たりした」ことは
　　　　　ありますか

あなたの物を勝手に触ったり見たりされたことがある。

【事業所による今後の対策】（抜粋）

冷蔵庫なか
ガンプラ

回答理由（抜粋）

1 いいえ

84%

2 はい

2%

3 わからない

7%

4 無回答

7%

設問 7・あなたの物を勝手に触ったり見たりされた・・・

社会福祉法人川崎聖風福祉会

-8-



設問　8 集計

1　いいえ 169
2　はい 5
3　わからない 18
4　無回答 12
総　　　計 204

わからない
いいえ

・ご利用者個々に合わせた配慮は必要なので、全体的な「合理的配慮」について、月1回行っている全体会
議で共有すると共に、年間の施設内勉強会に組み込み、職員への意識付けを行っていく。

色々相談に乗ってもらい、愚痴を聞いてもらいました。

設問８　職員は、あなたとかかわる時に、周りに配慮してくれない事がありますか
　　　　　（相談・入浴・排泄・着替え・食事・外出など）

【事業所による今後の対策】（抜粋）

自分の意見を聞いてくれない相談員
回答理由（抜粋）

あなたにかかわる時に周りに配慮してくれないことがある。
（相談・入浴・排泄・着替え・食事・外出など）

1 いいえ

77%

2 はい 9％

3 どちらとも

いえない

10%

4 無回答

4%

設問 8・あなたにかかわる時に周りに配慮してくれない・・・
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設問　9 集計

1　いいえ 142
2　はい 8
3　わからない 24
4　無回答 30
総　　　計 204

わからない
わからない

はい

・ご利用者の話はなるべく中断せず最後まで聞く。やむを得ず話の途中で中断してしまった時は、後で時間
を作り対応するようにしていく。

相談中
回答理由（抜粋）

・普段からのコミュニケーションを大切にして、ご利用者が職員に声をかけやすい空気を作る。また、ご利
用者の小さな変化に気づけるよう様子を気にしていく。

話をきちんと聞いてくれないことがある。

【事業所による今後の対策】（抜粋）

設問９　職員は、「話をきちんと聞いてくれない」ことがありますか

話はよく聞いてくれるが私の考えをどこまで理解してくれているかは微妙である
じっくりとは聞いて頂けない面もある。

1 いいえ

69%2 はい

4%

3 わからない

12%

4 無回答

15%

設問 9・話をきちんと聞いてくれない
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設問　10 集計

1　いいえ 142
2　はい 7
3　わからない 26
4　無回答 29
総　　　計 204

はい
わからない
わからない

はい
はい

・ご利用者の意思に沿えない状況の時、代替案を提示するなど、対応を配慮する。
・具体的にどのように対応すべきか、職員間で日常の申し送りや所内会議でも考える時間を設定し、具体
案を共有する。

【事業所による今後の対策】（抜粋）

すべてのことを自分で決めたいとは思っていない
迷った時に、相談にあまりのって下さらない。
※コメントなし（生活介護）

回答理由（抜粋）
ゲームの順番を決めさせてくれなかった時があった。

設問１０　職員は、「本当は自分で決めたいのに決めさせてくれない」ことがありますか

本当は自分で決めたいのに決めさせてくれないことがある。

利用者も自分で決めて責任を取る。そんなことも少しあっても良いと思います。

1 いいえ

68%

2 はい 12％

3 どちらとも

いえない

12%

4 無回答

8%

設問 10・本当は自分で決めたいのに・・・
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設問　11 集計

1　いいえ 148
2　はい 7
3　わからない 23
4　無回答 26
総　　　計 204

わからない
はい
はい
はい

必要な情報を提供してくれないことがある。

しせつでどんなことができるのか後から知ることがあった。

・統一した情報提供ができるよう、説明書類等の内容を読み合わせして確認していく。

・インフルエンザ等、罹患した人がいたことを、後から知らされたことがる。

コロナ・インフルエンザ流行時、感染した人と接触があったのか、知らせてもらいたい。

・現状、感染症発症状況の情報提供については、状況に応じて各事業所で対応している。今後、情報提供
の基準について改めて検討していく。

【事業所による今後の対策】（抜粋）

回答理由（抜粋）

情報提供が少ない様に思える。

設問１１　職員は、あなたに「必要な情報を提供してくれない」ことがありますか

1 いいえ

73%

2 はい 8％

3 わからない

11%

4 無回答

13%

設問 11・必要な情報を提供してくれない・・・
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・大変気がついて良くやってくれる。

・〇〇のデイ毎日が楽しく過ごして帰ります。今日も楽しかった。

・もっともっといろんなことを話したくなったのに、話がしづらくなった。そんなことよくないと思う。

・親切にしてくれます。いやな事はありません。１０年以上通っています。

・特にありません。皆さんに良くしていただいて感しております。いつもありがとうございます(原文)

・楽の時間おはやくして下さい(原文)

・若いスタッフがほしい。

・○○で（通所先で）ロールプレイングゲームとボードゲームがやりたい。

・意思決定支援に関して10番の質問はいわかんがあります。人生には必ず迷うことがおきます。今現在自
分は、とんぷくを減薬しようとしてますが大変きつい状態がつづいていて、いろんな人に相談しておりさまざ
まな意見を聞いています。相談することは大切なことでときには自分で思いつかなかったことやいろいろ人
間ですからまちがった方向に行くこともあり自分と反対意見であっても言ってもらったほうがよい場合もあり
ますから10番の質問のようにすべて自分の思いど（お）りにすることが必らずよいとはかぎらず時には不幸
になることもあります。ねばりづよくアドバイスし最終的には自分で決めるのがよいでしょう。

・○○の職員は、特に若い方々頑張って応援してくれます。私はpeer supporterとして活動してます。大学よ
り（学生）18名が○○に来て、私たちと学び合いました。喜ばしいことです。生きがいにもなります。

・調理室のスリッパを、はいたりしないで入ったり、スリッパのまま出てくる人を何人か見ているが、注意せ
ず目げきしてる。

・３２歳の男性です。○○と××は（いまの事業所には）永くいるつもりですが、グループホームは川崎市内
がいいです。市外だと、××の（いまの事業所と）契約が切れるのでやめたくありません。

・親切に接していただき、様々な配慮をしてくださっています。時に相談事にも貴重なお時間を割いていた
だき有難く感じています。作業指導も適格で助かっております。

・特に不満はなく良い時間を過ごさせていただいております。

・私の意見
静かに安静にできる事を大事にしながら、最終的には対話や活動など、動きの中に安定した精神状態をつ
くる事を目指したい。

・今は親の介護の為あまり作業所に来れないが、出来れば数多く通所したいと思う。

・しょくいんさんにはいつもとても良くして頂いてるので、感謝しかありません。ありがたいです。

・もめ事が起こった時、動いて、止めて欲しい。自分で言っても相手によってわかる人とわからない人がい
る。

設問１２　その他自由記載

・以前、通所した際、上着が紛失した事がきにかかってる。よく探してもらえなかったのでは(な)いか？その
辺が気になっている。

・気持ち良く、楽しく過ごすことができています。みなさんとても良い方です。

・とても良くご配慮いただき、感謝しております。

・お風呂にゆっくり入りたいのに、職員にせかされる。着替えているそばから、片付けられるのが少し不愉
快。

・私じゃないけど、他の人が立ったり、歩きだそうとしている時に職員が止めて元に戻すところをみて不愉快
に思った。せっかくやろうとしているのに、止めようとしているように見えた。

・特にないです。母は不満なく、みんな優しくしてくれると、言っています。

・入浴の際、浴室の扉を開けっぱなしにしないで欲しい。また、開閉はすばやくして欲しい。（寒いので）

・利用日を楽しみにして行ってくれて、帰ってきて、聞いたり、話してくれて、本当にありがとうございます。職
員さん達も送迎の時、家族にも優しくしていただき感謝しきれないです。今後ともよろしくお願い致します。

・争い事はなしで、みんなで楽しく過ごしたい。

・良くしてもらっている。

・皆さん、とても親切で、まめに声掛けもしていただいています。

社会福祉法人川崎聖風福祉会
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　令和7年度は、通所系６事業所のご利用者を対象とした「権利擁護に関するアンケート」の実施と、アン
ケート集計結果をもとに、各事業所で課題点の整理と、課題点に対する対策・対応を検討し、権利擁護委
員会としてこれらの取りまとめを行いました。
　令和６年度の実施した居住系４事業所のご利用者を対象とした「権利擁護に関するアンケート」実施時と
同様に、年齢や性別をお尋ねする項目を無くし、また、調査の対象期間を１年間と定めてアンケートを行い
ました。前回のアンケート結果を事業所として真摯に受け止め、改善を図り「かかわりの場面での配慮」に
ついて支援の質の向上が見られました。一方で「話をしっかり聞く」という点では前回を下回る結果となりま
した。権利擁護に関する啓蒙啓発の一環として、研修会・学習会・OJTなど継続的な学びの機会を設け、職
員の資質向上と、ご利用者へのより良い支援とその環境づくりの積み重ねが必要であると考えます。
　アンケートに際し、対象事業所全てに同じ設問でご利用者の回答を求めたため、「わからない」とのコメン
トも散見されました。今後は「権利擁護の視点」を押さえつつ、対象事業所のご利用者像にあったアンケー
ト設問とするなどの見直しも図りたいと考えます。引き続き権利擁護に対する基本的な理解を深め、継続
的に意識・配慮・行動が出来るように法人全体で取り組んでいきます。
最後になりましたが、アンケートにご協力いただきましたご利用者、ご家族の皆様に感謝申し上げます。

・本人が話すことができないので、通所時、帰宅後の表情からしか様子をうかがえませんが、明るく楽しく過
ごしていると思います。

・本人が回答できないので、家族が代わりに回答します。普段の様子（本人が帰宅した時など）を見ている
と、通所先で嫌な思いをしたように思えません。又、懇談会や面談の時にも、とても配慮してくださっている
と感じます。ありがたいし、今後も続けていってほしいと思っています。

・本人の意思疎通ができない為、わかりません。親である私も一緒に居ないのでわかりませんが、本人は
嫌がる様子が見えないので、問題ありません。

・いつも、工夫を凝らした授業やイベントをしてくださり、ありがとうございます。それぞれの特性に合わせて
対応してくれて、とても助かっております。先生方の負担は沢山あると思いますが、私たち親にとっては、と
てもありがたいことであり、感謝以上の言葉が見つかりません。これからもよろしくお願い致します。

・本人はアンケートの内容を理解できないので、選択肢は全て「わからない」なのですが、親の知る限りで
は、全て「いいえ」です。

【アンケート調査のまとめ】

・本人、重度知的障害があるので回答は不可ですので、全て“わからない”と代筆しています。日々の本人
の様子を見ていて（と、日々のスタッフの方の対応を見る限り（送迎時））、本当は“いいえ”と回答したい所
ではありますが、日中の活動中は本人以外知ることができないので“わからない”としています。

・何年か前にやってはいないことをやっていると職員から言われショックを受けたことがあった。ミーティング
中にミーティングをしている事務室の入り口のそばでミーティングの内容を私が聞いていると職員に疑われ
たことがある。聞いていないと言ったが信じてもらえなかった。

・一年に一度くらい面談をしてほしい。

・今後共に、利用の際には、人見知りをするので、ご配慮等を宜しくお願い致します。以上です。

・設問の8に関してですが、特に女性の利用者さんへのご配慮をくれぐれも宜しくお願い致します。

・職員さんが何人か、事ム的に関わってくるので本音で話したりできない。生きてる異常（以上）、言いたい
事、やりたい事を話せる環境であってほしい。職員は「こうあるべき」、職員は深入りしない、人それぞれに
あるのだからもっと楽しく過ごせる。信頼と共に友人のように接して頂けるとストレスも病気の改善も望める
のに…と思ってしまうのです。

・医療ケア的な関わりの部分で、対応される看護師さんによって違うことが気になります。

・本人訴えがない為、「わからない」で返答しました。

・子どもがしゃべれないので　（しつもん　ただしく　こたえなし）

・本人が会話できない為、選択肢が全て「わからない」になってしまい・・・すみません。本人が通所する時
の顔や職員さんたちの声がけを聞くかぎり、とても楽しく過ごしているのが伝わってきています。

・通所を嫌がることは全くないので、やさしくて適切な対応をしていただけているのだと思います。感謝して
います。
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